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論文内容の要旨
本論文は，従来より水深の深い海域において，大波浪を制御し利用価値の高い静穏海域の創出が期待で
きる複数の遊水室を有するスリット型構造物(多重スリット型構造物と称する)の開発を目指し，構造物
の設計上の立場から重要な問題となる反射率や透過率あるいは作用波力を低減できる構造諸元や設計波力
について，理論的・実験的検討を行って得られた成果を取りまとめている。
第 1 章では，本研究の契機となった社会的背景，本研究に関連する従来の研究とその問題点，本研究の
目的，ならび1ζ本論文の構成について述べているo
第 2章では，一般に多重スリット型構造物を含む直立消波構造物を計画する際に考慮される要求事項に
ついて整理し，消波機能と建設コストについて実施例に基づ、き検討している。さらに，直立消波構造物を
設計する手順を示すζ とにより，設計の観点から解明すべき問題点を明らかにしている。
第 3 章では，多重スリット型構造物を含む，一般に任意の個数の透過壁と遊水室を有する透過および不
透過形式の直立消波構造物の反射率，透過率あるいは非砕波時波力を求める理論解析法を提案している。
第 4 章では，理論式中に含まれる透過壁での損失係数と見掛けのオリフィス長さを波力算定式中の抗力
係数と慣性係数と関係づけ，透過および不透過形式の多重スリット型構造物の損失係数と見掛けのオリア
イス長さを推定している。
第 5 章では，提案した理論解析法を適用し，透過および不透過形式の多重スリット型構造物に対する反
射率あるいは透過率に及ぼす諸要因の影響について明らかにしている。さらに，単一の遊水室を有するス
リット型構造物(単一スリット型構造物)の消波特性との差異について検討している。また同時に，解析
結果を模型実験結果と比較し，本解析法が有用性をもっ乙とを確認している。
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第 6章では，耐波設計面から多重スリット型構造物に作用する波力について検討している。まず，不透
過形式に対して第 3 章で示した理論解析法を適用し，全波力の低減に及ぼす構造条件の影響について明ら
かにしている。次IL:，透過および不透過形式に対して非砕波から砕波まで、の波力実験を行い，全波力や部
材波庄の特性を明らかにするとともに，安定性の検討に用いる実用的な波力算定式を提案している。
第 7 章では，本研究において得られた成果を総括し，結論としている。
論文審査の結果の要旨
近年防波堤建設に当っては，周辺海域に影響の少ない，かつ港内の水質循環も可能な形式の構造が要求
されるようになってきている。本論文は乙れらの要請に応え得る形式のーっとして多重スリット型構造物
をとり上げ， ζの構造形式による防波堤の反射率，透過率および波力といった水理学的特性を明らかにし
ようとしたもので，得られた成果を要約すると次の通りである。
(1) 多重スリット型構造物による波浪変形解析について，速度ポテンシアノレ接続法を用い，さらに各スリ
ット壁を通過する未知の水平流速を導入して新しい解析手法を提案している。
(2) 上記理論解析を行うに当って必要となる透過壁での損失係数及びオリフィス長さの算定方法として抗
力係数及び慣性係数に結びつけた関係式を導き，水理実験よりその算定する手法を提案している。
(3) 乙の新しい理論式及び実験結果に基づき，透過及び不透過式のそれぞれについて，従来用いられてい
る単一スリット型構造物と比較し，多重スリット型構造物の方が反射率，透過率の面で優れた機能を有
している乙とを明らかにしている。
(4) さらに多重スリット型構造物に作用する波力の算定式を新たに提案し，二重スリット型構造物に作用
する波力の算定式を新たに提案し，二重スリット構造の場合には第 2 スリット壁の関口比を 0.2 程度に
すると水平波力が低減できる乙となど，スリット壁の関口比及び壁間距離の効果を明らかにしている。
以上の成果は海岸工学，港湾工学の発展に寄与すると乙ろが大きい口よって本論文は博士論文として価
{直あるものと五忍める。
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